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放射線被ばくの検出・評価方法
迅速、簡便、多数の被ばく者が同時に発生する場
合でも対応可能な線量評価技術

放射線ばくによって、急性放射線症候群による造血組織や腸管粘膜
など再生能の高い組織の重篤な損傷から死に至る。急性放射線症候群
の大きな特徴としては、被ばく直後には一過性の症状を除き、特異的な
症状が現れるのは高線量被ばくであっても数日～1か月後になる点である。
迅速に治療方針を決定し、予後を予測するためには、被ばく後の患者の
線量評価が不可欠である。
個人線量計は装着後に線量を計測できるが、被ばく事故の際には必

ずしも傷病者が個人線量計を装着しているとは限らない。現在、放射線
ばく露個体の線量評価で最も信頼性の高い二動原体染色体法では、そ
の解析に高い専門性と数日の時間を要するため迅速性に欠けるという問
題がある。
本発明は、放射線ばく露個体の末梢血由来のmRNA発現を解析し、

線量依存的に変動する7つの遺伝子をバイオマーカーとする線量評価の
方法に関する。

概要

 放射線被ばくの診断キット、線量評価キット
 大規模被ばく災害に備える検査・診断方法

[1] Yamaguchi et al., Radiat Res.(2020),193(3):274-285.
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